	３
（月）
	7月 (がつ)学院 (がくいん)福音化 (ふくいんか)

	
	Iサム3章1～19節　サムエルは成長 (せいちょう)した。主 (しゅ)は彼 (かれ)とともにおられ、彼 (かれ)のことばを一 (ひと)つも地 (ち)に落 (お)とすことはなかった。(19)

	
	Remnantは聖霊 (せいれい)を味 (あじ)わう黙想 (もくそう)運動 (うんどう)をしましょう。そうすれば、神様 (かみさま)がくださった契約 (けいやく)をあらかじめ見 (み)て、持 (も)って、味 (あじ)わうことができます。また、あらかじめ現場 (げんば)を征服 (せいふく)して神様 (かみさま)の成就 (じょうじゅ)を確認 (かくにん)することができます。聖書 (せいしょ)のRemnantは、みんなこの答 (こた)えを受 (う)けました。

ひとり目 (め)、ペリシテ時代 (じだい)を準備 (じゅんび)したハンナです。間違 (まちが)った祈 (いの)りをしていたハンナが、神様 (かみさま)の計画 (けいかく)に合 (あ)う祈 (いの)りを始 (はじ)めました。そのとき、契約 (けいやく)を持 (も)つサムエルが生 (う)まれたのです。ふたり目 (め)、ペリシテ時代 (じだい)に、メッセンジャーとしてサムエルを立 (た)てられました。サムエルは、契約 (けいやく)の箱 (はこ)のそばで神様 (かみさま)の御声 (みこえ)を聞 (き)いて、ミツパ運動 (うんどう)という答 (こた)えを受 (う)けました。３人目 (にんめ)、ペリシテ時代 (じだい)を見 (み)た重職者 (じゅうしょくしゃ)が、ダビデの父 (ちち)のエッサイです。エッサイは、使命 (しめい)を受 (う)けたので、ダビデを戦場 (せんじょう)に送 (おく)ってしるしを持 (も)ってくるお使 (つか)いをさせました。４人目 (にんめ)、ペリシテ征服 (せいふく)の主役 (しゅやく)であるダビデは、幼 (おさな)い時期 (じき)から祈 (いの)りの中 (なか)で詩 (し)を書 (か)いて賛美 (さんび)をしていました。そして聖霊 (せいれい)に満 (み)たされてゴリヤテを倒 (たお)しました。また、王 (おう)になる準備 (じゅんび)をしながら、最 (もっと)も重要 (じゅうよう)な神殿 (しんでん)の契約 (けいやく)を握 (にぎ)りました。

Remnantが呼吸 (こきゅう)とともに祈 (いの)りをしていれば、からだとたましい、脳 (のう)が生 (い)かされます。黙想 (もくそう)時間 (じかん)に挑戦 (ちょうせん)してみましょう! すると、神様 (かみさま)がくださったミッションを発見 (はっけん)して、神様 (かみさま)が時代 (じだい)を生 (い)かされるのを見 (み)るでしょう。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)が私 (わたし)の主人 (しゅじん)になる一日 (いちにち)になりますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.06.29.核心訓練

	４
（火）
	罪 (つみ)は悔 (く)い改 (あらた)めて、罪 (つみ)は赦 (ゆる)されなければならない

	
	Iコリ5章1～8節　すなわち、あなたがたと、私 (わたし)の霊 (れい)が、私 (わたし)たちの主 (しゅ)イエスの名 (な)によって、しかも私 (わたし)たちの主 (しゅ)イエスの御力 (みちから)とともに集 (あつ)まり、そのような者 (もの)を、その肉 (にく)が滅 (ほろ)ぼされるようにサタンに引 (ひ)き渡 (わた)したのです。それによって彼 (かれ)の霊 (れい)が主 (しゅ)の日 (ひ)に救 (すく)われるためです。(4-5)

	
	罪 (つみ)とは何 (なん)でしょうか。神様 (かみさま)を離 (はな)れた罪 (つみ)が原罪 (げんざい)です。原罪 (げんざい)を持 (も)っている人 (ひと)は、偶像 (ぐうぞう)崇拝 (すうはい)する罪 (つみ)を犯 (おか)すしかありません。すると、神様 (かみさま)を離 (はな)れて堕落 (だらく)して人 (ひと)に被害 (ひがい)を与 (あた)える罪 (つみ)を犯 (おか)します。このすべての罪 (つみ)は、神様 (かみさま)だけが解決 (かいけつ)することができます。神様 (かみさま)の前 (まえ)でまことの*悔 (く)い改 (あらた)めをしましょう、そして、ほかの人 (ひと)のことは赦 (ゆる)しましょう。赦 (ゆる)す福音 (ふくいん)の力 (ちから)を与 (あた)えられた人 (ひと)が受 (う)ける答 (こた)えがあります。

１つ目 (め)、みことばの力 (ちから)を知 (し)って、人 (ひと)を生 (い)かします。世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の契約 (けいやく)を持 (も)っていたヨセフは、自分 (じぶん)を奴隷 (どれい)として売 (う)った兄 (あに)たちを恨 (うら)みませんでした。かえって、兄 (あに)たちに世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)のために神様 (かみさま)が自分 (じぶん)を先 (さき)にエジプトに遣 (つか)わされたと話 (はな)しました。２つ目 (め)、一 (ひと)つの世代 (せだい)を変 (か)えます。パウロは盗 (ぬす)みをしたオネシモを赦 (ゆる)して受 (う)け入 (い)れてくださいと手紙 (てがみ)をピレモンに送 (おく)りました。後 (のち)ほどオネシモは伝道者 (でんどうしゃ)になって、コロサイ教会 (きょうかい)に集 (つど)います。３つ目 (め)、時代 (じだい)を生 (い)かします。モーセ、エリシャ、パウロ、ステパノ、プリスカ夫婦 (ふうふ)は、自分 (じぶん)を殺 (ころ)そうとした人々 (ひとびと)を福音 (ふくいん)の力 (ちから)で赦 (ゆる)しました。そして、人 (ひと)を生 (い)かして、世界 (せかい)と時代 (じだい)を生 (い)かしました。

Remnantはだれに会 (あ)っても、福音 (ふくいん)の力 (ちから)で赦 (ゆる)して、生 (い)かすように祈 (いの)りましょう。

*悔 (く)い改 (あらた)め：キリストによって神様 (かみさま)を離 (はな)れた罪 (つみ)の中 (なか)から抜 (ぬ)け出 (だ)すことです

	
	神様 (かみさま)、本当 (ほんとう)に罪 (つみ)が何 (なに)か知 (し)って、赦 (ゆる)す福音 (ふくいん)の力 (ちから)を持 (も)つ人 (ひと)になりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.06.30.1部



	５
（水）
	偶像 (ぐうぞう)文化 (ぶんか)を止 (と)める神殿 (しんでん)

	
	Iコリ8章1～13節　というのは、多 (おお)くの神々 (かみがみ)や多 (おお)くの主 (しゅ)があるとされているように、たとえ、神々 (かみがみ)と呼 (よ)ばれるものが天 (てん)にも地 (ち)にもあったとしても、私 (わたし)たちには、父 (ちち)なる唯一 (ゆいいつ)の神 (かみ)がおられるだけで、この神 (かみ)からすべてのものは発 (はっ)し、この神 (かみ)に私 (わたし)たちは至 (いた)るからです。また、唯一 (ゆいいつ)の主 (しゅ)なるイエス・キリストがおられるだけで、この主 (しゅ)によってすべてのものは存在 (そんざい)し、この主 (しゅ)によって私 (わたし)たちも存在 (そんざい)するからです。(5-6)

	
	Remnantは、まことの神様 (かみさま)がない偶像 (ぐうぞう)文化 (ぶんか)を止 (と)める神殿 (しんでん)のために祈 (いの)りましょう。このような神殿 (しんでん)のために、５つのことを先 (さき)に作 (つく)りましょう。

１つ目 (め)、私 (わたし)の中 (なか)に霊的 (れいてき)神殿 (しんでん)を作 (つく)りましょう。ひとりで重要 (じゅうよう)な時間 (じかん)を持 (も)って、私 (わたし)の中 (なか)に神様 (かみさま)の国 (くに)が臨 (のぞ)むように祈 (いの)るのです。２つ目 (め)、職業 (しょくぎょう)に霊的 (れいてき)神殿 (しんでん)を作 (つく)りましょう。Remnant自身 (じしん)の熱心 (ねっしん)さや最善 (さいぜん)ではなく、神様 (かみさま)がくださる専門性 (せんもんせい)とシステム、現場 (げんば)をもって挑戦 (ちょうせん)するのです。３つ目 (め)、次世代 (じせだい)を生 (い)かす霊的 (れいてき)神殿 (しんでん)を作 (つく)りましょう。全世界 (ぜんせかい)の237か国 (こく)の次世代 (じせだい)が来 (き)て、癒 (い)やされて、サミットになる三 (みっ)つの庭 (にわ)がある神殿 (しんでん)を作 (つく)るのです。４つ目 (め)、現場 (げんば)に霊的 (れいてき)神殿 (しんでん)を作 (つく)りましょう。前 (まえ)に出 (で)てきた三 (みっ)つの祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わっていれば、現場 (げんば)を生 (い)かす人 (ひと)になります。Remnantの職業 (しょくぎょう)を通 (とお)して現場 (げんば)が生 (い)かされます。５つ目 (め)、教会 (きょうかい)と産業 (さんぎょう)に霊的 (れいてき)神殿 (しんでん)を作 (つく)りましょう。Remnantの家 (いえ)と教会 (きょうかい)が、福音 (ふくいん)で人 (ひと)を癒 (い)やすハウス、TCKを生 (い)かすハウスになることを祈 (いの)りましょう。これらすべてが次世代 (じせだい)が見 (み)て、ついてくる足跡 (あしあと)になるでしょう。

Remnantは五 (いつ)つの霊的 (れいてき)神殿 (しんでん)が先 (さき)に作 (つく)られるように続 (つづ)けて祈 (いの)りましょう。必 (かなら)ず五 (いつ)つの霊的 (れいてき)神殿 (しんでん)と偶像 (ぐうぞう)文化 (ぶんか)を止 (と)める神殿 (しんでん)を神様 (かみさま)が建 (た)ててくださる答 (こた)えが与 (あた)えられます。

	
	神様 (かみさま)、まことの神様 (かみさま)がない偶像 (ぐうぞう)文化 (ぶんか)を止 (と)める神殿 (しんでん)が建 (た)てられますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.06.30.2部



	６
（木）
	学業 (がくぎょう)が三 (みっ)つの庭 (にわ)の準備 (じゅんび)

	
	創37章1～11節　再 (ふたた)びヨセフは別 (べつ)の夢 (ゆめ)を見 (み)て、それを兄 (あに)たちに話 (はなし)した。彼 (かれ)は、「また夢 (ゆめ)を見 (み)ました。見 (み)ると、太陽 (たいよう)と月 (つき)と十一 (じゅういち)の星 (ほし)が私 (わたし)を伏 (ふ)し拝 (おが)んでいました」と言 (い)った。(9)

	
	Remnantは世界化 (せかいか)の主役 (しゅやく)です。それゆえ、言語 (げんご)の勉強 (べんきょう)を逃 (のが)さないようにしましょう。TCKは福音化 (ふくいんか)の主役 (しゅやく)です。Remnantは全部 (ぜんぶ)TCKのような答 (こた)えを受 (う)けるでしょう。それなら、Remnantは何 (なに)を準備 (じゅんび)すれば良 (よ)いのでしょうか。

１つ目 (め)、Remnantの学業 (がくぎょう)の基準 (きじゅん)は237にしましょう。(世界化 (せかいか))学業 (がくぎょう)の中 (なか)で、ただを発見 (はっけん)するとき、プラットフォームになります。これを味 (あじ)わっていれば、唯一性 (ゆいいつせい)の答 (こた)えが与 (あた)えられます。これを見張 (みは)り台 (だい)と言 (い)います。このとき、学業 (がくぎょう)の中 (なか)で再創造 (さいそうぞう)の答 (こた)えが与 (あた)えられますが、これをアンテナと言 (い)います。２つ目 (め)、Remnantの職業 (しょくぎょう)の基準 (きじゅん)は５千 (せん)種族 (しゅぞく)にしましょう。このとき、５千 (せん)種族 (しゅぞく)を生 (い)かすミッションが与 (あた)えられます。神様 (かみさま)が私 (わたし)にくださったミッションを通 (とお)して宣教 (せんきょう)ができるようになる、５千 (せん)種族 (しゅぞく)を生 (い)かす癒 (い)やしの答 (こた)えを受 (う)けます。３つ目 (め)、Remnantは第三 (だいさん)の位置 (いち)であるTCKの位置 (いち)に立 (た)ちましょう。これを指 (さ)して弟子化 (でしか)と言 (い)います。神様 (かみさま)は、このような人 (ひと)に霊的 (れいてき)サミット、技能 (ぎのう)サミット、文化 (ぶんか)サミットの祝福 (しゅくふく)をくださいます。

Remnantの道 (みち)は、神様 (かみさま)のやぐらに向 (む)かって、神様 (かみさま)の旅程 (りょてい)を歩 (あゆ)み、神様 (かみさま)の道 (みち)しるべを建 (た)てることです。私 (わたし)たちの力 (ちから)と関係 (かんけい)なく、御座 (みざ)の力 (ちから)を与 (あた)えてくださる神様 (かみさま)の契約 (けいやく)を握 (にぎ)りましょう。

	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)のいのちと生活 (せいかつ)の中 (なか)に、神様 (かみさま)の力 (ちから)のみことばが臨 (のぞ)みますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2024.07.06.レムナントとTCK伝道学



	７
（金）
	教会 (きょうかい)は三 (みっ)つの庭 (にわ)24、25、永遠 (えいえん)

	
	ヘブ13章8節　イエス・キリストは、昨日 (きのう)も今日 (きょう)も、とこしえに変 (か)わることがありません。

	
	Remnantの24祈 (いの)りは運命 (うんめい)を変 (か)えることができます。24祈 (いの)りを味 (あじ)わうとき、私 (わたし)たちのいのち、たましい、生活 (せいかつ)の中 (なか)に神様 (かみさま)のいのちの息 (いき)が入 (はい)って来 (き)ます。また、７やぐら、７旅程 (りょてい)、７道 (みち)しるべの中 (なか)で、神様 (かみさま)の働 (はたら)きである25を味 (あじ)わいます。未来 (みらい)を変 (か)える永遠 (えいえん)の答 (こた)えの中 (なか)で、世々 (よよ)にわたって隠 (かく)されていて、とこしえにあることを見 (み)ます。それなら、Remnantは何 (なに)をすれば良 (よ)いのでしょうか。

１つ目 (め)、三 (みっ)つの庭 (にわ)は、レムナントの安息所 (あんそくじょ)になるように、病 (や)んでいる人々 (ひとびと)には休息所 (きゅうそくじょ)になり、異邦人 (いほうじん)には休憩所 (きゅうけいじょ)になるようにしましょう。礼拝 (れいはい)の時間 (じかん)に力 (ちから)を得 (え)て、祈 (いの)りの力 (ちから)を味 (あじ)わう場所 (ばしょ)が作 (つく)られるように祈 (いの)るのです。２つ目 (め)、レムナントの人生 (じんせい)に重要 (じゅうよう)な助 (たす)けになるシステムを作 (つく)りましょう。生活 (せいかつ)を生 (い)かす24システムと、25の世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)のシステムを作 (つく)るのです。このとき、答 (こた)えを見 (み)つける永遠 (えいえん)の祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わいます。３つ目 (め)、教会 (きょうかい)と家庭 (かてい)にヒーリングハウスが建 (た)つように祈 (いの)りましょう。すべての信徒 (しんと)が一 (ひと)つになってTCKハウスのために祈 (いの)りましょう。ホーリーメイソンハウスは、私 (わたし)の人生 (じんせい)の記念館 (きねんかん)になるでしょう。

Remnantの道 (みち)は、神様 (かみさま)のやぐらを建 (た)てて、その旅程 (りょてい)を歩 (あゆ)み、神様 (かみさま)の道 (みち)しるべを建 (た)てることです。私 (わたし)たちの力 (ちから)と関係 (かんけい)なく御座 (みざ)の力 (ちから)を与 (あた)えてくださる神様 (かみさま)の契約 (けいやく)を握 (にぎ)りましょう。


	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)のいのちと生活 (せいかつ)の中 (なか)に、神様 (かみさま)の力 (ちから)のみことばが臨 (のぞ)みますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2024.07.06.核心訓練



	８
（土）
	御霊 (みたま)の賜物 (たまもの)

	
	Iコリ12章1～11節　ですから、あなたがたに次 (つぎ)のことを教 (おし)えておきます。神 (かみ)の御霊 (みたま)によって語 (かた)る者 (もの)はだれも「イエスは、のろわれよ」と言 (い)うことはなく、また、聖霊 (せいれい)によるのでなければ、だれも「イエスは主 (しゅ)です」と言 (い)うことはできません。(3)

	
	Remnantが聖書 (せいしょ)で必 (かなら)ず知 (し)っておく五 (いつ)つの証拠 (しょうこ)があります。この証拠 (しょうこ)を通 (とお)してRemnantが握 (にぎ)る契約 (けいやく)は何 (なに)でしょうか。

１つ目 (め)、荒野 (あらの)で与 (あた)えられた三 (みっ)つの祭 (まつ)りの契約 (けいやく)です。救 (すく)いの過越祭 (すぎこしさい)、聖霊 (せいれい)の働 (はたら)きの仮庵祭 (かりいおさい)、聖霊 (せいれい)の満 (み)たしで霊的 (れいてき)な力 (ちから)を受 (う)ける五旬節 (ごじゅんせつ)の力 (ちから)によって荒野 (あらの)の道 (みち)を通 (とお)ります。２つ目 (め)、偶像 (ぐうぞう)時代 (じだい)に与 (あた)えられた契約 (けいやく)です。偶像 (ぐうぞう)時代 (じだい)に勝 (か)つ道 (みち)は、聖霊 (せいれい)に満 (み)たされることしかありません。３つ目 (め)、捕虜 (ほりょ)から帰 (かえ)ってきて、神殿 (しんでん)建築 (けんちく)が中断 (ちゅうだん)されたときに与 (あた)えられた契約 (けいやく)です。教会 (きょうかい)と私 (わたし)たち個人 (こじん)に来 (く)る危機 (きき)は、私 (わたし)たちの力 (ちから)で解決 (かいけつ)することはできません。ただ主 (しゅ)なる神様 (かみさま)だけが可能 (かのう)です。４つ目 (め)、ローマの属国 (ぞっこく)になったときに、与 (あた)えられた契約 (けいやく)です。カルバリの丘 (おか)で契約 (けいやく)をすべて完了 (かんりょう)されたキリストが神 (かみ)の国 (くに)、ただ聖霊 (せいれい)の満 (み)たしの契約 (けいやく)を与 (あた)えてくださいました。この契約 (けいやく)を握 (にぎ)った初代 (しょだい)教会 (きょうかい)に、ユダヤ人 (じん)とローマは勝 (か)つことはできませんでした。５つ目 (め)、Remnantは、神様 (かみさま)が準備 (じゅんび)しておかれた御霊 (みたま)の賜物 (たまもの)を受 (う)けましょう。すると、必 (かなら)ず世界 (せかい)を生 (い)かす力 (ちから)を受 (う)けます。

Remnantはこの契約 (けいやく)を信 (しん)じて、祈 (いの)りましょう。神様 (かみさま)は祈 (いの)って求 (もと)めたことは受 (う)けたと信 (しん)じなさいと言 (い)われました。必 (かなら)ず霊的 (れいてき)な力 (ちから)を受 (う)けて、私 (わたし)と世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かされる神様 (かみさま)を見 (み)るでしょう。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)から受 (う)けた御霊 (みたま)の賜物 (たまもの)を信仰 (しんこう)によって祈 (いの)って味 (あじ)わいますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.07.07.1部



